
平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

平
成

年
第

回
（

月
）
定

例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ

た
議
案

件
、
委
員
会
提
出
議
案

件
の
計

件
の
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
は

議
案
が
上

程
さ
れ
、
諮
問

件
、
同
意
案

件
、
委
員
会
提
出
議
案

件
は
初

日
に
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し

ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
予
算
案
を
除
く

そ
の
他
の
議
案
を
所
管
の
常
任
委

員
会
に
付
託
し
、
各
常
任
委
員
会

で
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会

日
目
に
は
、
各
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ

い
て
、
各
常
任
委
員
長
の
報
告
、

討
論
、
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
提

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
は
、
定
例
会
初

日
に
設
置
さ
れ
た
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
し
、

日
間
に
及
ぶ
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
に
は
、
新
年
度

予
算
案
に
つ
い
て
、
予
算
特
別
委

員
長
報
告
、
討
論
、
採
決
を
行
い
、

す
べ
て
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
追
加
提
出
議
案
と
し

て
、
東
北
地
方
へ
の
災
害
見
舞
金

と
し
て
義
援
金
を
支
出
す
る
補
正

予
算
案
、
市
役
所
新
庁
舎
建
設
に

か
か
る
請
負
契
約
の
締
結
の
議
案

件
、
副
市
長
の
選
任
の
同
意
案

等

件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
提

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
東
北
地
方
へ
の
災
害
見
舞
金

万
円
可
決

・
市
役
所
新
庁
舎
建
設
関
連

議
案

可
決

平成 年
第 回定例会
平成 年

第 回定例会

第 回定例会で議決した案件

条例案 件

予算案 件

諮問 件

同意案 件

その他 件

委員会提出議案 件

世界最大級の東北関東大震災により、亡くなられた方々

とそのご遺族に対し、深く哀悼の意を表しますとともに、

今なお、避難生活を余儀なくされている多くの被災者の

方々に、心からお見舞い申しあげます。

東広島市議会では、平成 年第 回定例会最終日 月

日の本会議開会後に、亡くなられた方々に対し謹んで黙祷

をささげました。その後、このたびの東北地方太平洋沖地

震により被災された方々や地域を援

助するため、災害見舞金として義援

金 万円を支出する、 平成 年

度一般会計補正予算（第 号） を

全会一致で可決しました。



市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

第 回定例会の日程

月 日
（ 日目）

開会、会期の決定、議案説明、同意案採決【同意可決】、
諮問採決【適任可決】、新年度予算案を除く議案付託（常任委員会）、
委員会提出議案採決【原案可決】、予算特別委員会設置・委員の選任、
新年度予算案付託（予算特別委員会）

月 ・ ・ 日、
月 日

新年度予算案を除く付託議案の常任委員会審査

月 日
（ 日目）

常任委員長報告─新年度予算案を除く議案採決【原案可決】

月 ・ ・ 日
（ 日目）

代表質問・一般質問

月 ・ 日 付託議案の予算特別委員会審査

月 日
（ 日目）

予算特別委員長報告─新年度予算案採決【原案可決】、追加提出議案説明、
同意案採決【同意可決】、議案付託（新庁舎建設特別委員会・総務委員会）、
委員長報告、議案採決【原案可決】、閉会

委員会へ付託して審査した案件委員会へ付託して審査した案件
【総務委員会付託案件】

委員会での審査内容は からの委
員会審査の概要をご覧ください。

・附属機関の設置に関する条例の一部改正
原案可決

・請負契約の変更

【文教厚生委員会付託案件】

・東広島市保育所設置及び管理条例の一部改正

原案可決

・東広島市へき地保育所設置及び管理条例の廃止

反対討論
保育所の統合や民営化は、国会でも

賛否両論の意見があり、議論されてお
り、民営化を取りやめる自治体も出て
きている。過疎化の総合的な支援がな

い中、地域住民の期待を背負った子育
ての拠点の廃止は、住民の高齢化を招
き、地域を衰退させることになるため、
反対する。

賛成討論
保育所の民営化が、行政が責任を放

棄するものと受け取られるのは、間
違っていると考える。人は変化するこ
とについて、何かを失うのではないか

と不安を覚えるものであるが、現状で
起きている様々な問題を解決するため
に考える中で、保育所の民営化という
方向性になったと認識しており、賛成
する。

反対討論
大田地区のへき地保育所は、役割を

十分に発揮され、現在も入所者がいる。
過疎に揺れる地域住民の若者の住宅政
策、 ターン等のニーズへの対応など、

総合的な支援策が不十分であった結
果、このような廃止決定の方針となっ
たと考えられる。保育ニーズを切り捨
てることにもなり、反対とする。
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市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

委
員
会
提
出
議
案

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（

）協
定
交
渉
に
関
し
て

慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

【
可
決
】

国
に
お
い
て
は
、
国
土
と
産
業

の
均
衡
あ
る
発
展
に
重
大
な
影
響

が
懸
念
さ
れ
る

交
渉
へ
の

参
加
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
拙
速

な
判
断
に
陥
る
こ
と
な
く
、
国
会

に
お
け
る
審
議
を
初
め
広
範
な
議

論
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
国
民
の

間
で
も
十
分
な
議
論
を
重
ね
た
上

で
、
慎
重
か
つ
適
切
な
判
断
を
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

賛
成
討
論

多
く
の
地
方
議
会
か
ら
も
同
様

の
意
見
書
が
出
さ
れ
て
お
り
、
参

加
に
は
断
固
反
対
で
あ
る
。
内
容

は
不
十
分
だ
が
、
賛
成
す
る
。

委
員
会
提
出
議
案

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
陳
情

電
気
設
備
工
事
の
分
離
発
注
の

継
続
を
求
め
る
陳
情
書

平
成

年
度
東
広
島
市
ジ
ュ

ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
設
立
準
備

ク
ラ
ス

実
施
に
あ
た
っ
て
地

域
の
音
楽
教
室
に
対
し
て
行
政

に
ご
配
慮
頂
け
る
よ
う
に

【市民経済委員会付託案件】

・町及び字の区域の廃止並びに町の区域の設定 原案可決

【建設委員会付託案件】

・市道の路線の廃止

原案可決・市道の路線の認定

・東広島市営住宅設置及び管理条例の一部改正

【新庁舎建設特別委員会付託案件】

・請負契約の締結（東広島市庁舎新築工事（建築））

原案可決・請負契約の締結（東広島市庁舎新築工事（電気））

・請負契約の締結（東広島市庁舎新築工事（機械））

委員会への付託を省略した案件委員会への付託を省略した案件

・人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること
黒瀬町菅田 番地 花

はな

谷
たに

博
ひろし

適任可決
・人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること

安芸津町大田 番地 宮
みや

尾
お

みどり

・監査委員の選任の同意
西条朝日町 番 号 光

みつ

野
の

義
よし

信
のぶ

同意可決
・副市長の選任の同意

広島市西区井口明神三丁目 番 号 大
おお

北
きた

和
かず

幸
ゆき

・固定資産評価員の選任の同意
広島市西区井口明神三丁目 番 号 大

おお

北
きた

和
かず

幸
ゆき



市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

区 分 平成 年度当初予算額 平成 年度当初予算額
一般会計 億 万円 億 万円

特

別

会

計

住宅新築資金等貸付事業 万 千円 万 千円
公共下水道事業 億 万 千円 億 万 千円
産業団地汚水処理施設事業 万 千円 万 千円
農業集落排水事業 億 万 千円 億 万 千円
ひがしひろしま墓園管理事業 万 千円 万 千円
特定地域生活排水処理事業 万 千円 万 千円
寺家地区土地区画整理事業 億 万 千円 億 万 千円
国民健康保険 億 万 千円 億 万 千円
後期高齢者医療 億 万 千円 億 万 千円
老人保健 ─── 万 千円
介護保険 億 万 千円 億 万 千円
財産区（ 管理会） 万 千円 万円

計 億 万 千円 億 万 千円
合 計 億 万 千円 億 万 千円

区 分 平成 年度当初予算額 平成 年度当初予算額

区 分
業務予定量・予算額

平成 年度当初 平成 年度当初

給水戸数 戸 戸

年間総配水量

一日平均配水量

収益的収入 億 万 千円 億 万 千円

収益的支出 億 万 千円 億 万 千円

資本的収入 億 万 千円 億 万 千円

資本的支出 億 万 千円 億 万 千円

区 分
業務予定量・予算額

平成 年度当初 平成 年度当初

水道事業会計

平
成

年
度
予
算
概
要

平
成

年
度
予
算
概
要

一 般 会 計一 般 会 計歳 出 歳 入 （単位 千円）
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市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要

一
般
会
計

委
員
会
で
の
意
見
・
要
望

・
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
を
進
め

コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
て
欲
し
い
。

・
災
害
対
策
用
資
材
、
食
料
等
の

備
蓄
は
、
女
性
や
障
害
者
等
に
配

慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
都
市
公
園
の
整
備
は
、
市
街
化

調
整
区
域
で
の
様
々
な
問
題
を
考

慮
し
、計
画
的
に
進
め
て
欲
し
い
。

・
子
宮
頸
が
ん
等
予
防
接
種
は
、

希
望
す
る
対
象
者
が
接
種
で
き
る

よ
う
、国
へ
働
き
か
け
て
欲
し
い
。

・
そ
の
他

米
粉
普
及
推
進
、
産

業
活
性
化
方
策
の
策
定
、
各
種
団

体
へ
の
補
助
金
見
直
し

委
員
会
で
の
反
対
討
論

市
民
の
貧
困
が
拡
大
・
長
期
化

す
る
中
、
市
民
の
生
活
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
の
予
算
を
最
優
先
に

す
べ
き
で
あ
り
、
大
規
模
事
業
の

見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。

委
員
会
で
の
賛
成
討
論

国
で
震
災
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
補

正
も
考
え
ら
れ
る
中
、
合
併
後

年
で
、
よ
う
や
く
光
が
見
え
る
よ

う
な
予
算
を
示
さ
れ
て
い
る
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要

医
療
、
介
護
保
険
、
公
共
下
水
道

に
お
い
て
市
民
の
負
担
が
重
い
中

さ
ら
に
負
担
が
か
さ
む
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
市
民
の
暮
ら
し
を

最
優
先
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

本
会
議
で
の
討
論

一
般
会
計

反
対
討
論

基
金
の
取
り
崩
し
や
税
収
減
の

中
、
大
型
事
業
、
産
業
団
地
の
造

成
、
保
育
所
の
民
営
化
等
の
計
画

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、

保
育
所
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
増
設
の
予
算
は
な
い
。
少
子
高

齢
化
社
会
の
今
こ
そ
子
育
て
や
介

護
の
環
境
整
備
こ
そ
が
最
優
先
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

反
対
討
論

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
特

別
会
計
で
は
、
保
険
料
引
き
下
げ

や
介
護
利
用
の
負
担
軽
減
等
の
独

自
策
が
な
い
。
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
で
は
、
年
齢
に
よ
る
差

別
を
残
し
て
お
り
、
即
時
廃
止
が

求
め
ら
れ
る
。上
下
水
道
会
計
は
、

料
金
引
き
上
げ
、
収
納
率
向
上
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
が
、
中

小
零
細
業
者
の
経
済
活
性
化
策
こ

そ
が
必
要
で
あ
る
。

本
会
議
で
の
討
論

平成 年度一般会計補正予算（第 号）を可決しました（総務委員会付託）
補正額 億 万 千円減 補正後の総額 億 万 千円

（主な補正内容）
・土木費（公共下水道事業特別会計への繰出金等） 億 万 千円減
・教育費（小学校大規模改造事業等） 億 万 千円減
・公債費（長期借入金元金償還金の繰上償還等） 億 万 千円増

平成 年度一般会計補正予算（第 号）を可決しました（総務委員会付託）
補正額 億 万 千円減 補正後の総額 億 万 千円

（主な補正内容）
・土木費（公共下水道事業特別会計への繰出金等） 億 万 千円減
・教育費（小学校大規模改造事業等） 億 万 千円減
・公債費（長期借入金元金償還金の繰上償還等） 億 万 千円増

平成 年度一般会計補正予算（第 号）を可決しました（総務委員会付託）
補正額 千円増 補正後の総額 億 万 千円

（補正内容）
・総務費（災害見舞金としての義援金） 千円増

平成 年度一般会計補正予算（第 号）を可決しました（総務委員会付託）
補正額 千円増 補正後の総額 億 万 千円

（補正内容）
・総務費（災害見舞金としての義援金） 千円増

反対討論
安心して子育てをできる環境は、住民の切

実な願いであるが、保育所の統廃合計画は、
地域住民の過疎化進展に拍車をかけることに

もなり、新しい住民やよそからの保育ニーズ
に応えられなくなる。将来、子ども達が不利
益を被ることが予想され、全体として反対と
する。

【意見】
災害復旧事業の繰越明許費補正がされてい

るが、早期完了に努めて欲しい。

職員研修の実績を検証し、必要な研修に
参加できる体制を作り、充実させて欲しい。
財政が硬直化しないよう、実施可能な場
合は、これからも民間資金の繰上償還に取
り組んで欲しい。

委員会での主な意見・質疑応答委員会での主な意見・質疑応答
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平
成

年
第

回
臨
時
会

月

日
か
ら

日
に
開
か
れ

た
臨
時
会
で
は
、正
副
議
長
選
挙
、

常
任
委
員
会
委
員
・
議
会
運
営
委

員
会
委
員
の
選
任
、
広
島
中
央
環

境
衛
生
組
合
議
会
議
員
選
挙
な
ど

を
行
い
、
市
議
会
議
員
選
挙
後
の

新
し
い
議
会
構
成
を
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
承
認
案

件
、
同
意

案

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
可
決
し
た
案
件

専
決
処
分
の
承
認

道
路
の
管
理
上
の
瑕
疵
に
よ
る

自
転
車
事
故
が
あ
り
、
損
害
賠
償

の
額
を
定
め
た
も
の

専
決
処
分
の
承
認

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
、

家
財
等
に
つ
い
て
受
け
た
損
失
の

金
額
は
、
選
択
に
よ
り
、
平
成

年
の
損
失
金
額
と
し
て
、
平
成

年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
市

民
税
の
雑
損
控
除
額
の
控
除
及
び

雑
損
失
の
金
額
の
控
除
の
特
例
を

適
用
で
き
る
こ
と
と
し
た
も
の

専
決
処
分
の
承
認

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
し
、
基
礎
課
税
額
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
及
び
介

護
納
付
金
課
税
額
の
限
度
額
の
引

平
成

年
第

回
臨
時
会

き
上
げ
を
行
っ
た
も
の

影
響
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

世
帯
に
影
響
が
あ

り
、
税
収
が

万
円
増

加
す
る

反
対
討
論

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
国
保

加
入
者
は
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

る
。
限
度
額
を
上
げ
負
担
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
国
の
負
担
増
の

要
望
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
行
う
こ
と
で
、
加
入
者
の
負

担
の
軽
減
を
図
る
べ
き
だ
。

専
決
処
分
の
承
認

出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
引
き

上
げ
た
も
の

上
三
永
財
産
区
管
理
委
員
の
選

任
の
同
意

西
条
町
上
三
永

番
地

原は
ら

和か
ず

正ま
さ

監
査
委
員
の
選
任
の
同
意

高
屋
町
溝
口

番
地

山や
ま

下し
た

守
ま
も
る

平成 年度特別会計補正予算を可決しました

平成 年度東広島市水道事業会計補正予算（第 号）を可決しました（建設委員会付託）

会計名（補正回数） 補正額 補正後の総額
付託
委員会

住宅新築資金等貸付事業（ ） 万円減 万 千円
建設公共下水道事業（ ） 億 万 千円減 億 万 千円

産業団地汚水処理施設事業（ ） 万円減 万 千円
農業集落排水事業（ ） 万 千円減 億 万 千円 市民

経済ひがしひろしま墓園管理事業（ ） 万 千円増 万 千円
寺家地区土地区画整理事業（ ） 万 千円減 億 万円 建設
国民健康保険
（ ）

事業勘定 億 万 千円減 億 万 千円

文教
厚生

直営診療施設勘定 万 千円減 万 千円
後期高齢者医療（ ） 億 万 千円減 億 万 千円
老人保健（ ） 万 千円減 万 千円

介護保険（ ）
保険事業勘定 万円増 億 万 千円
介護サービス事業勘定 万 千円減 万円

会計名（補正回数） 補正額 補正後の総額
付託
委員会

区 分 補 正 額 補正後の総額

収益的収入及び支出
収入 億 万 千円増 億 万 千円
支出 万 千円減 億 万 千円

資本的収入及び支出
収入 万円減 億 万 千円
支出 億 万 千円減 億 万 千円

区 分 補 正 額 補正後の総額

第 回臨時会で

議決した案件

承認案 件

同意案 件


